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Abstract：
Recently, empirical studies using small area statistics have been increasing in various fields. However, there are few 
studies using small area statistics in tourism studies. The purpose of this paper is to conduct seasonal variation analysis 
using mobile spatial statistics in Osaka City and Wakayama City, and to verify the effectiveness of empirical analysis 
using small area statistics in tourism studies. As a result of the analysis, it was found that if foreign tourists increase in 
Osaka City, the seasonal variation becomes smaller. At the same time, a clear disparity could be found when organized 
by Osaka City 24 wards. Based on these results, it is expected that empirical studies using small area statistics in 






























































































































































































による公式を説明する。今、1 年間の月別デ ターX=（x1, x2, 
…, x12）が存在している。x1 が 1月のデ ター、x2 が 2月のデー




























バイル空間統計のデ ターの概要を説明する。図 1 では、2017
















シュコ ドー　52350400）で約 427.4 万人である。続いて、第
2 位が南海難波駅周辺（メッシュコ ドー　51357490）で約
299 万人、第 3 位が大阪駅・梅田駅エリア（メッシュコ ドー　
52350349）で約 266.4 万人である。








（メッシュコ ドー　51351184）の約 6.8 万人、および和歌山城




駅の東側（メッシュコ ドー　52350480）の約 6.7 万人であった。
一方で、和歌山城の場合は、弁天町駅から大正駅までの近














(a)	2017 年 4 月 (b)	2017 年 5 月
(c)	2017 年 6 月 (d)	2017 年 7 月
(e)	2017 年 8 月 (f)	2017 年 9 月














図 3-1・図 3-2 では、図 1のデ ターを月次ごとに分類して整
理したものである。大阪市の 1㎞メッシュのインバウンド人数を
2017 年 4 月から2018 年 3 月までの月次デ ターで地図上に示
している。それぞれの図では独自の 5 分位階級を使用し、色






(g)	2017 年 10 月 (h)	2017 年 11 月
(i)	2017 年 12 月 (j)	2018 年 1 月
(k)	2018 年 2 月 (l)	2018 年 3 月




































周辺（メッシュコ ドー　51357490）の 0.033 であった。続いて
アメリカ村周辺（メッシュコ ドー　52350309）の 0.039、ならび






















コ ドー　51351184）が 0.107、和歌山城（メッシュコ ドー　
51352173）が 0.158と計算された。計算可能な8 つのメッシュ
において、ジニ係数が最も小さかったのは、和歌山駅周辺（メッ



















図 5 の大阪市の 1㎞メッシュにおいて多くの割合を示して
いるのが常用対数値で 3 から4、すなわち訪日外国人数が
1000 人から1 万人の範囲で、しかもジニ係数が 0.2 程度の















図 5を大阪市 24 区に整理して、さらに和歌山市のデータ




































リアは北浜駅周辺（メッシュコ ドー　52350420）の 0.055 で、
逆にジニ係数が最も大きかったエリアは淀川河川敷（メッシュ
コ ドー　52351404）の 0.304 であった。淀川河川敷において















図 8 は大阪市 1㎞メッシュ別の韓国人観光客数とジニ係数
の空間分布を示している。年間観光客数において最もインバ
ウンド人数が多かったのが長堀橋駅から日本橋駅までの道頓

















コ ドー　51357490）の約 37.8 万人である。いずれも中国や
韓国のそれと同じ傾向を示した。ジニ係数が最も小さいエリア







































（メッシュコ ドー　52350400）の約 43.0 万人であった。南海
難波駅周辺（メッシュコ ドー　51357490）は約 35.8 万人であ
り、2 番目に多かった。ジニ係数が最も小さかったのは、玉造
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